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W金 峰玉吉林大学講師(中 国)の 短期招請 について

法学部教授 宮 崎 繁 樹

1.外 国 人 招 請 学 識 者 名 金 峰 玉

国 籍 ・所 属 ・職格 中華 人民 共和 国 ・吉 林 大 学 ・講 師

2.招 請 に致 る経緯 同 教授 は,中 国吉林 大学 に おい て,日 本学 特 に 日本 の

政 治,法 律 を研 究 し てい る研 究 者 で ある。 従 来 わが 国 に お い て は,国 際法

の研 究 は,西 欧 国際 法 の研 究 が 中心 で あ り,ア ジ アに お け る国 際法 の 発 達

や,西 欧 国際 法 との交 流,受 容 に 関す る研 究 は,未 だ十 分 では ない 。 この

た め,中 国 に おけ る 国際 法 の発 達,ア ジア諸 国 との国 際 関 係 に つ い て共 同

研究 を行 ない,ま た,現 在 中国 に おけ る法 学研 究 の状 況,日 中 関係 の今 後

の展 開 に つ い て も,講 義 を して頂 くこ とを 目的 と し て,来 日を招 請 し た。

3.そ の 後 の経 緯'同 教 授 は,予 定通 り,1986年(昭 和61年)9月28日 来

日 され,即 日宿舎 に おい て,そ の後 の打 ち合 わせ を行 な っ た。

(1)公 開講 義 同教 授 は,10月9日 と10月16日 の2回 にわた り研究 棟 の 第

2会 議室 に お い て,教 員,大 学院 学 生,学 部 学 生,学 外 研究 者 を対 象 と

して,「 ア ジアに お け る国 際 法 の歴 史 」の 主 題 に よ っ て,特 別 公 開 講

義 を行 な った 。 そ の 内容 は,お って 国際 交 流 セ ン ター の 印 刷物 と して公

刊 予 定 で あ り,そ の 初校 も,同 教 授 の 在 日 中に閲 覧 し て 頂 き,目 下 印 刷

中で あ る。 そ の内容 に は,わ が 国 では,未 だ知 られ がい なか った 事 実 も

含 まれ て お り,出 席 者 に,多 くの感 銘 を与 え た。

同教 授 は,古 代 ア ジ アに お け る 国際 法 の 存否 に つ い ては,国 際法 形 成 の

前 提 条 件 は,国 際 関 係 の存 在 に あ り,古 代 ア ジ アには 諸 国家 並 存 の状 態

に あ ったた め,「 国際 法 」 ら しい もの は,存 在 してい た が.そ の 国際 関

係 は,対 等 な もので は な く中国 王 朝 を中心 と した朝 貢 関 係 か らな りた っ

て お り,主 権 国家 相 互 の 関係 を規 律 の対 象 とす る近 代 国際 法 とは異 な っ
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た,原 始 的 国 際法 規 範,な い し,準 国 際法 とで も呼 ぶ べ き もの で あ った,

と述 べ られ た 。

(2)公 開 講 演 同教 授 に は,教 養 課 程 の一 般 学 部学 生 を対 象 と して 「中国

にお け る法 学 研究 」 とい う主 題 で,10月22日,和 泉 校舎 の1番 教 室 に

おい て特 別 講演 をお願 い した 。 当 日は,学 外 か ら も来 聴 者 が あ り,同 教

授 は,中 国 の第2次 世 界 大 戦後 の法 学 教 育 に つ いて,① 開設 段階(1950

-1957) ,② 俳 画段階(1958-1966),③ 後 部段 階(1966-1976),④ 回 復

段階(1977一 現 在)に 分 け て詳 し く解 説 され た。 現 在 中国 では,毎 年

38,000人 の法 学 部 卒業 生 を必要 としているが,実 際 の卒 業 者 は3,000人

に過 ぎず,卒 業 す る と官 庁,学 校,企 業 な どに配 属 され,大 学 で学 ん だ

成 果 をす ぐに生 か す ことに な り,法 学部 卒 業 生 は 「引 っ張 り凧 」 の状 況

で あ る と紹 介 さ れ た 。

(3)共 同研究 同 教授 に は,研 究棟 の809号 室 に研究 室 が 割 り当 て られ た

の で,教 員,大 学 院 学生 等 は,同 研 究 室 や 教 室 で同教 授 と共 同研 究 を行

な った が,10月23日 には,大 学 院 学 生 と共 同研 究 の形 式 で,特 に 「今

後 の 日中 関係」 に つ い て講 義 を して頂 き,出 席 者 に,感 銘 を与 え た 。

(4)校 内 施設 の 案 内 同教 授 に は,本 学滞 在 中,神 田 お よび和 泉校 舎 の図

書 館,法 学部 資 料 セ ン タ ー,刑 事博 物 館,視 聴 覚 教 室 な ど を案 内 し,ま

た,学 外 施 設 として,国 会 図書 館,東 京 大 学法 学部研 究 室,早 稲 田大 学,

演 劇 博 物 館 を案 内 した 。 ま た,京 都 大 学 人 文 科学 研 究所,国 立 民族 博 物

館 と も連 絡 を と り,便 宜 を提供 した。

4.法 学 部 長,法 学 部 教員 等 との 交流

同教 授 には,9月30日,法 学 部 長 室 で法 学 部 長 と懇 談,10月23日 教 授 会

の お りに法 学 部教 職 員 に 挨 拶 して 頂 い た。 また,島 田 総 長 に も会 ってい た

だ い た。

5.そ の 他 日本 の事 情 を知 って頂 くた め,箱 根(明 治 大 学 健 康 保 険組 合 仙

石 寮 を利 用),鎌 倉,日 光,歌 舞 伎座 等 を案 内 した。
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6.帰 国 同教 授 は,滞 在 中 の全 予定 を無 事 終 了 し,

成 田 か ら 日本航 空781便 で,中 国 に帰 国 さ れ た。

1986年10月27日,
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